すから、 教育 もまた 官僚化し たこと はやむ をえない 歴 

史的 過程であった でしよう が、 今 はもう 教育の 民主 主 

義化を 実現し なければ ならぬ 時機に 達して いると 思い 

ま ^9 

現在の 教育 は 文部大臣と、 それに 属する 官僚 的 教育 

者と に 由って 支配され ている 教育です。 臨時 教育 会議 

というよ うな 文部大臣の 諮詢 機関が 出来て、 官民の 間 

から 委員が 選ばれる こと も あるよう です が、 その実 際 

は 真の 国民の 代表者 は 参加して おらず、 国民の 中の 特 

権 階級で ある 少数の 財閥 者が それ もほんの 申 訳 だけに 

一、 二の 人た ちが 加って いるに 過ぎません。 私 は 司法 



のように 家庭の 父母が 学校教育 に対して 冷淡に な つ て 

いますが、 教育 委員と して 各 自治体の 教育に 参与す る 

権利が 多数の 父母に 容認され る 暁に は、 子女の 教育に 

対する 国民の 自覚が 俄かに 尖鋭と なり、 その 権利 を 立 

派に 行使す る だけの 実力が 国民に 備わ つ て 行く こと を 

私 は 予断し ます。 こういう 風に 国民の 自発的 要求に 支 

持され て Y J そ 初め て 国民 教育の 意義 を 実現す る ， J とが 

出来る と 思います。 只今の ように、 学校から 父母に 対 

して、 時々 の 参観 や 学校に 対する 注意 を 形式的に 求め 

ている に過ぎない 間 は、 決して 教育 は 国民 化せず、 官 

僚 任せの 孤立 的 教育に 停滞す るの はやむ をえ な いこと 



す ぼらし い 文章 を 以て 標本と せねば ならぬ ほどに 文学 

の 進歩が 停滞して いるで しょうか。 私 はこの 点に も 日 

本の 教育が 他の 社会から 孤立して いる こと を悲 みます。 

明治 大正の 文学者の 努力 は、 前代に なかった ところの 

非常に 優れた 口語体の 文章 を 創造して います。 国語 教 

育 は、 どうして それらの 最も 進歩した 現代の 潑涮 たる 

国語と 協力す る 所がない のでし ようか。 私 は 現代の 進 

歩した 国語と 離れて 存在し 得べき 真の 国語 教育 はな か 

ろうと 考えます。 

殊に 私の 不快に 思う こと は、 読本に 挿 まれた 長い 詩 

や 唱歌が (昭憲 皇后の 御製 は 別と して) 口語体の も、 



ういう 粗野な 読本が 出来 上り、 これに 依って 国民の 感 

情 教育が 非常に 退化 させられて いると 思います。 私 は 

この 見地から、 国語 読本 や 修身 読本の 国民 化 を 望み、 

現代の 国民的 文学者 を その 編纂に 参加 させて、 完全な 

る 口語体 を 以て 統 一 的に 改修して 頂く こと を 中 橋 文相 

に 御 相談し ます。 二 九 一 九 年 四月 一 一十 五日) 

(『中央 公論』 一 九 一 九 年 五月) 
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